
 
 

「スダ マカン？」 プロモーションロゴ 
Year of Festivals 2015 ロゴ 

  

 

2014 年 9 月 26 日 

マレーシア政府観光局 

報道関係者各位 

 

2015 年観光プロモーションのテーマは 

「Year of Festivals 2015」 

9 月 25 日にプレスコンファレンスを開催し、食をテーマとした取り組みを発表 

 

マレーシア政府観光局（東京支局：東京都千代田区、東京支局長：ノール・アズラン）は、2015 年の観光テーマを

「Year of Festivals」としてマレーシアという国家の持つ文化の多様性（Diversity）にフォーカスを当て、文化やグルメ、       

イベントを通じて観光プロモーションを展開していきます。今年で 36 回目の開催となる「JATA ツーリズム EXPO」へのゴールドス

ポンサーとしての出展にあわせ、9 月 25 日（木）に都内でプレスコンフェランスを開催しました。この中で、マレーシア政府観光

局国際プロモーション部（北東アジア）部長のノール・アズナン・スライマンは「来年の『イヤー・オブ・フェスティバルズ 2015』を通

じて、多民族国家マレーシアならではの多様性あふれる文化、習慣、そして食事を是非楽しんでいただきたい」と述べました。 

 

「SUDAH
ス ダ

 MAKAN
マ カ ン

?」（”ごはん食べた？“）ではじまる国、マレーシア 

今期、日本では、マレーシアの食文化 PR を一つの柱として、「スダ マカン？」をキャッチフレーズに、10 月より、ホテルやレストラ

ンと提携したグルメキャンペーンを展開予定です。9 月 25 日には、料理研究家のコウケンテツさんを『マレーシア 「食」の親善大

使』として任命しました。コウケンテツさんは、今年マレーシアを訪れて、各地・各民族の家庭料理を体験し、その魅力と奥深さ

に非常に興味をもってくださいました。今後は日本の方々に、よりマレーシアの食に親しんでいただくための様々なプロモーションに

ご協力いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スダ マカン？」はマレーシアで最もポピュラーなあいさつの言葉。日本語で「ごはん食べた？」という意味ですが、食事の時間に

関係なく、「スダ マカン？」を使います。マレーシアは、食をとても大事にする国で、社会の中心に食があります。移民の多いマ

レーシアでは、祖先から受け継いだ味がアイデンティティの源であり、異なる民族とのコミュニケーションでもあります。「スダ マカ

ン？」は、ごはんがおいしく食べられていますか？心身ともに元気ですか？という相手をねぎらう、マレーシア人の温かさがつまった

言葉です。今年は、ペナンが、世界一のシェアを誇る旅行ガイドブック「ロンリープラネット」に世界の美食スポット第 1 位に選ば

れるなど、今、マレーシアは美食の国として脚光を浴びています。 

 

写真左より、マレーシア政府観光局 国際プロモーション部 副部長 アブドゥル・ハリス・ハディ、マレーシア政府観光局国際プロモーション部（北東アジア）部長 

ノール・アズナン・スライマン、マレーシア食の親善大使 コウケンテツ氏、マレーシア政府観光局 東京支局長 ノール・アズラン、マレーシア航空 北アジア＆北米

地区 代表統括副社長 ロスラン・イズマル氏 



 
 

アイコンディッシュとして、マレーシアでもっともポピュラーな料理「ナシレマ」（Nasi Lemak）を紹介 

「ナシレマ」は、マレーシアですべての民族にもっとも日常的に食べられている料理です。「ナシ」はご飯、「レマ」は油（ココナッツ 

オイル）の意味で、ココナッツオイルで炊いたご飯に、甘辛のサンバルソース、揚げた小魚（イカンビリス）、ピーナッツ、卵、   

キュウリが添えられていて、食感や味のバランスも抜群。バナナの葉に包まれたものが街中で売られていて、通勤途中で購入   

する人の姿もよく見られます。もともとは伝統的な朝食メニューでしたが、現代では一日のうち、どの時間帯にも食べられます。  

今期、マレーシア政府観光局では、ナシレマをアイコンディッシュとして、マレーシア料理を PR していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マレーシア航空の機内食でも、ナシレマが提供されており、プレスコンフェランスに出席したマレーシア航空 北アジア＆北米地区

代表統括副社長 ロスマン・イズマイル氏は、 「マレーシアの代表的なナシレマを、マレーシア航空のファーストクラス及び、ビジネ

スクラスにてご提供しております、シェフ・オン・コールのサービスにてお召し上がりください。」とコメントしました。 

 

コラムニスト中村孝則さんと、コウケンテツさんによるトークショー＆クッキングデモンストレーション 

マレーシアで一般家庭の食を体験したコウケンテツさんと、数々のラグジュアリーホテルやリゾートを知り尽くした、食と旅のエキス

パートである中村さんが、それぞれの視点からマレーシアの魅力について熱く語りました。コウケンテツさんは、マレーシアの料理は

奥が深く、家庭料理ひと皿にも、民族の歴史がつまっていることに深く感銘を受け、マレーシア訪問の後、日本でも数々のマ

レーシア料理を作っているそうです。『世界ベストレストラン 50』の日本評議員代表も務めている中村さんは、これからマレーシア

が世界的に食の分野で注目されていくに違いない、と話しました。長期の滞在でも決して食べ飽きることがなく、まだまだ新たに

試してみたい料理がある、と今後のマレーシア訪問にも意欲的でした。トークショーの後には、コウケンテツさんが、日本でも手軽

に作ることが出来るようにアレンジした、ナシレマの作り方をデモンストレーションで紹介しました。 

 

  
写真いずれも 左）コウケンテツ氏 右) コラムニスト 中村孝則氏 



 
 

今後予定しているプロモーション 

 Malaysian Jazzy Night & Food＜マレーシアン ジャジーナイト・アンド・フード＞ 

洗練されたマレーシアンフードを、昼、夜にわたり様々な形でご提供する 2 週間です。 

夜は夜景と、マレーシアの女性シンガーによるジャズもお楽しみいただけます。 

●場所：シャングリ・ラ・ホテル 東京 28 階 「ザ・ロビーラウンジ」 

●期間：2014 年 10 月 17 日（金）～31 日（金）11:30-24:00 

●メニュー例：アラカルト（ナシレマ、チキンカレー、ハイナンチキ

ンライス、カレーラクサなど）、マレーシアン BENTO（平日のラン

チタイムのみ） 

アフター5（18:00-21:00 の間の 2 時間 平日のみ） 

マレーシアンフィンガーフード、マンゴープリン、ワインやマレーシアン

カクテルなどのフリーフロードリンクのセットメニュー（5,000 円）

＊消費税と 13%のサービス料別 

            

 「マレーシア料理を食べて、マレーシアに行こう！」キャンペーン 

対象となる日本国内のマレーシアレストランで、抽選でマレーシア旅行や食事券が当たるスタンプラリーキャンペーンを実施       

します。詳細はマレーシア政府観光局 facebook でお知らせします。 

●場所：日本全国のマレーシアレストラン 17 店舗程度（予定） 

●期間：2014 年 11 月 1 日（土）～2015 年 1 月 31 日（土） 

 

 フェイスブックで食の魅力を発信 

9 月 25 日（木）から 5 か月間、マレーシア政府観光局の公式フェイスブックで様々な食の魅力をお伝えしてまいります。 

 

マレーシア政府観光局 公式 facebook  www.facebook.com/tourismmalaysia.japan 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マレーシア政府観光局公式サイト（日本語）    
 www.tourismmalaysia.or.jp/ 

 マレーシア政府観光局公式 Facebook     
 www.facebook.com/tourismmalaysia.japan 
 2014 年マレーシア・トゥルーリ―・アジア・プロモーションビデオ  

 blog.malaysia-asia.my/2014/01/malaysia-truly-asia-video-2014-by-yuna.html 
 2014 年マレーシア観光年公式テーマソング    
 www.youtube.com/watch?v=0HDcO1szjEQ 

 

プレスの方からのお問合せ先： キャンドルウィック株式会社 中尾・橋爪 

Tel: 03-3498-2770 / Fax: 03-3498-2771 E-mail : press@candlewick.co.jp 

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 5-6-4 Path OMOTESANDO C-3F 

 

マレーシア政府観光局について 

マレーシア政府観光局は、マレーシアの観光文化省下に帰属し、あらゆるレベルでマレーシアの観光プロモーションを行うことに特化した政府機関です。

当機関が設立された当初から、国際ツーリズムのシーンにおいて飛躍的な発展を遂げてきました。2012 年、マレーシアは全世界から 2,500 万人の観

光客、6060 億リンギット（約 1 兆 8,180 億円）の歳入、世界第 10 位の観光地としての人気を誇っています。4 度目の観光年を迎える 2014 年

度、マレーシア政府は、2020 年までの目標として、3,600 万人の観光客と、1,680 億リンギット（約 5 兆 400 億円）の歳入実現を  掲げていま

す。これは、経済変革プログラム（高所得を生み出す可能性の高い 12 の主要経済分野）(NKEA) のうち、マレーシア観光改革 2020（MTTP）

に組み込まれています。 
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